
災害から生き残った後、生活、事業を再建するには 

 

東日本大震災を始めとして、最近、多発する大災害に 
いかに備えるかという意識が日本全国で高まっています。 
しかし、災害から生き残るということが注目される反

面、災害から生き残った後、どのようにして、生活、事

業を再建するかという知識について、知っている人は多

くありません。 

そこで、今回は災害時の生活再建等の専門家で『災害

復興法学』を創設した岡本正氏をお呼びしてご講演いた

だくこととしました。東日本大震災や熊本地震での事例を教訓に、生活、事業

の再建に必要な知識について、ご講演いただきます。市民、企業の方々にとっ

て、鎌倉市が被災した場合に、本当に必要な知識が得られる貴重な機会となっ

ておりますので、皆様、お誘いあわせの上、ご参加ください。 

 

日時 平成 29年 3月 7日（火） 14時 30分～16時 30分 

※開場 14時 00分 

会場 鎌倉生涯学習センター（裏面に地図がございます） 

講師 岡本 正（おかもと ただし）氏 

弁護士、防災士、ファイナンシャルプランナー（AFP） 

中央大学大学院公共政策研究科客員教授・慶應義塾大学非常勤講師    

   鎌倉市出身 

定員 286人（当日先着順） 

料金 無料 

※手話通訳付き 

※お車でのご来場はご遠慮ください。 

 

問い合わせ先 鎌倉市役所危機管理課 0467-23-3000（内線 2627） 

「災害時の生活再建の『知恵の備蓄』で鎌倉の防災を自分ごとにする 

～東日本大震災・熊本地震 4 万 8000 件の声を教訓に～」 

 

 

平成 28 年度市民向け防災・危機管理講座 



 

 

視覚障害者向けアクセス 

 

JR 鎌倉駅東口から（徒歩約 5 分） 

 

 東口改札を出て誘導ブロックに沿って 20 歩ほど進むと横断歩道があ

ります。18 歩ほどで渡り、27 歩ほど直進します。  

 

  ふたたび横断歩道がありますので、17歩ほどで渡り、90 歩ほど直進    

すると、音声付き信号機のある交差点があります。  

 

   ２時の方向へ 39 歩ほどで渡ります。そのまま 40 歩ほど直進すると、  

正面に鎌倉生涯学習センターがあり、誘導ブロックに沿って進むと入

り口の自動ドアがあります。  

 

※市のホームページには上記の文面の音声案内 

もございます。そちらもご活用ください。 
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